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番
勝
て
ば
大
関
復
帰
と
な
る
だ
け
に
負
け
ら
れ
な
い

一
番
。
注
目
の
相
撲
は
、
魁
電
が
左
を
差
し
出
る
と

こ
ろ
を
佐
賀
ノ
海
が
引
き
落
と
し
て
勝
っ
た
。
俵
ま

で
は
距
離
が
あ
り
、
余
裕
の
勝
利
だ
っ
た
。

二
日
目
の
相
手
は
出
羽

翼
。
対
戦
成
績
は
４
勝
４

敗
の
五
分
。
立
合
い
す
ぐ

に
佐
賀
が
の
ど
輪
に
行
く
。

「
こ
う
な
っ
た
ら
、
は
ず

れ
な
い
ん
だ
よ
な
！
」
と

勝
間
田
親
方
。
そ
の
言
葉

通
り
、
佐
賀
が
ぐ
い
ぐ
い

と
前
へ
出
て
出
羽
を
追
い

詰
め
る
。
万
事
休
す
か
と

思
わ
れ
た
が
、
そ
こ
か
ら

出
羽
が
う
ま
く
左
へ
回
り

込
ん
で
い
な
す
と
佐
賀
ノ
左
足
が
土
俵
を
割
っ
た
。

「
こ
ん
な
こ
と
も
あ
る
ん
だ
ね
〜
！
」
と
春
日
根
親

方
。
横
綱
獲
り
の
佐
賀
に
早
く
も
土
が
つ
い
た
。

関
脇
陣
は
４
関
脇
と
な
っ
て
大
関
争
い
も
今
場
所

の
見
ど
こ
ろ
。
し
か
し
、
白
閃
光
が
朱
雀
湖
、
大
綱

嵐
の
平
幕
に
連
敗
。
大
神
楽
は
初
日
に
太
刀
鳳
に
勝

っ
た
が
、
二
日
目
に
朱
雀
湖
に
敗
れ
、
磯
ノ
海
勢
は

連
勝
と
は
行
か
な
か
っ
た
。

そ
の
中
で
関
脇
３
場
所
目

の
千
代
鈴
が
２
連
勝
と
し

た
。
烏
帽
子
岳
、
魁
電
を

圧
倒
し
て
安
心
し
て
見
て

い
ら
れ
る
相
撲
だ
っ
た
。

先
場
所
が
大
関
獲
り
の
場

所
で
６
勝
に
終
わ
っ
て
出

直
し
と
な
っ
て
し
ま
っ
た

が
、
２
日
間
の
相
撲
で
は

や
は
り
千
代
鈴
が
大
関
一

番
手
と
い
う
相
撲
っ
ぷ
り

だ
っ
た
。

平
幕
で
は
、
先
場
所
活
躍
し
た
元
大
関
鬼
ヶ
嶽
が

先
場
所
に
引
き
続
い
て
好
調
な
相
撲
を
見
せ
た
。
初

日
の
生
駒
山
に
は
左
差
し
の
速
攻
相
撲
、
二
日
目
の

玄
武
岩
に
は
得
意
の
押
し
倒
し
で
勝
っ
て
２
連
勝
と

し
た
。
今
場
所
も
優
勝
争
い
に
加
わ
る
の
か
。
青
木

前
理
事
長
の
思
い
が
ま
だ
留
ま
っ
て
い
る
と
す
れ
ば

怖
い
存
在
に
な
る
こ
と
間
違
い
な
し
だ
。

ま
だ
、
二
日
目
を
終
え
た
と
こ
ろ
で
優
勝
予
想
を

す
る
の
は
早
い
が
、
横
綱
若
ノ
嶋
を
中
心
に
優
勝
争

い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
そ
う
な
様
相
だ
。

（
錦
風
）

十
両
も
二
日
目
ま
で
を
終
了
。
２
連
勝
と
し
た
の

は
黒
雲
海
、
葵
盛
、
大
江
錦
、
暫
、
西
神
門
、
初
戸
、

西
の
富
士
７
人
。
そ
の
中
で
も
安
定
し
た
相
撲
を
見

せ
た
の
は
暫
、
西
神
門
、
西
の
富
士
だ
。

暫
は
先
場
所
初
日
か
ら

白
星
を
重
ね
た
も
の
の
終

盤
の
連
敗
で
７
勝
止
ま
り

に
終
わ
っ
た
が
、
今
場
所

は
場
所
前
の
稽
古
も
十
分

な
感
じ
で
調
子
も
良
さ
そ

う
だ
。
初
日
に
柏
陵
山
を

全
く
問
題
に
す
る
こ
と
な

く
左
差
し
か
ら
寄
り
切
り
、

琴
乃
王
に
も
相
撲
を
取
ら

せ
ず
完
勝
。
六
枚
目
の
位

置
で
は
あ
る
が
優
勝
と
と
も
に
昇
進
を
狙
っ
て
い
き

た
い
と
こ
ろ
。

春
日
根
勢
の
２
人
も
暫
に
引
け
を
取
ら
な
い
隙
の

な
い
取
り
口
を
見
せ
た
。
先
場
所
新
十
両
で
優
勝
し

た
西
神
門
は
連
続
優
勝
の
期
待
が
か
か
る
が
、
そ
の

プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
も
感
じ
さ
せ
ず
に
安
定
感
の
あ
る
相

撲
で
順
当
に
白
星
を
二
つ
並
べ
た
。

そ
し
て
幕
下
優
勝
を
引

っ
さ
げ
て
土
俵
に
上
が
っ

た
の
は
西
の
富
士
。
関
取

で
は
珍
し
く
黒
色
の
重
厚

感
の
あ
る
廻
し
を
披
露
。

宇
治
家
と
虎
ノ
國
を
無
難

に
寄
り
切
っ
て
早
く
も
注

目
の
的
に
な
り
そ
う
な
予

感
。
先
場
所
の
西
神
門
と

同
じ
東
十
四
枚
目
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
２
場
所
連

続
で
の
新
十
両
優
勝
と
い
う
の
も
、
ま
だ
二
日
目
が

終
わ
っ
た
ば
か
り
で
尚
早
だ
が
可
能
性
と
し
て
は
あ

る
か
も
し
れ
な
い
。

先
場
所
西
筆
頭
で
６
勝
を
上
げ
た
も
の
の
星
一
つ

の
差
で
東
に
回
っ
た
雪
若
丸
。
今
場
所
も
ま
ず
は
勝

ち
越
し
が
目
標
と
な
る
が
無
難
に
１
勝
１
敗
の
滑
り

出
し
と
し
た
。
西
筆
頭
の
西
安
は
十
両
４
場
所
目
で

順
調
に
番
付
を
上
げ
て
き
た
が
よ
も
や
の
連
敗
ス
タ

だ
。
序
二
段
付
出
枠
も
２

枠
獲
得
し
、
共
に
白
星
。

ま
た
難
波
山
は
苦
杯
を
喫

し
た
も
の
の
先
場
所
４
勝

１
敗
と
好
成
績
を
あ
げ
た

千
曲
海
は
勝
間
田
部
屋
気

鋭
の
紅
ノ
花
を
見
事
な
左

差
し
か
ら
寄
り
切
っ
て
幸

先
の
い
い
ス
タ
ー
ト
を
切

っ
た
。
今
場
所
も
秋
田
部

屋
に
注
目
だ
。

（
鹿
）

ー
ト
。
先
場
所
も
中
日
ま
で
２
勝
４
敗
の
劣
勢
か
ら

巻
き
返
し
を
見
せ
た
実
力
者
だ
け
に
、
恐
ら
く
春
日

根
親
方
も
さ
ほ
ど
心
配
は
し
て
い
な
い
の
か
も
し
れ

な
い
。

東
２
枚
目
の
黒
雲
海
が

２
連
勝
と
好
発
進
を
み
せ

た
。
初
日
の
日
向
藤
戦
は

相
手
に
左
を
取
ら
せ
ず
う

ま
く
立
ち
廻
っ
て
攻
め
勝

ち
、
二
日
目
西
安
に
は
タ

イ
ミ
ン
グ
よ
く
の
ど
輪
を

こ
じ
入
れ
動
き
も
良
く
て

今
場
所
は
更
な
る
覚
醒
の

兆
し
か
。
念
願
の
幕
内
の

座
も
見
え
て
き
た
。

今
場
所
の
新
十
両
は
最
近
で
は
多
め
の
６
人
が
名

を
連
ね
た
。
前
述
の
西
の
富
士
の
他
、
虎
影
改
め
若

虎
影
、
昊
翔
龍
、
花
形
改
め
夢
ノ
花
、
三
国
改
め
夢

ノ
天
、
そ
れ
に
勝
ノ
川
。
桐
壺
部
屋
と
香
具
山
部
屋

か
ら
は
２
人
が
昇
進
だ
。

こ
の
う
ち
２
８
歳
で
関
取
の
座
を
掴
ん
だ
の
が
若

虎
景
。
幕
下
で
７
年
よ
う
や
く
努
力
が
実
っ
た
形
と

な
っ
た
。
そ
の
初
日
は
冬
牡
丹
を
退
け
て
白
星
発
進
。

長
年
の
辛
抱
を
十
両
の
土
俵
で
爆
発
さ
せ
た
結
果
と

な
っ
た
。

香
具
山
部
屋
の
夢
ノ
花
と
夢
ノ
天
は
廻
し
の
調
達

が
遅
れ
、
初
日
に
間
に
合
わ
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、

三
日
目
の
取
組
前
に
二
日
分
を
行
う
予
定
だ
。

（
勝
間
田
）

今
場
所
は
幕
内
十
両
に
併
せ
て
の
初
日
開
催
と
な

っ
た
。

幕
下
は
桐
壷
勢
が
新
幕

下
３
人
を
含
め
、
全
員
が

白
星
。
新
十
両
２
人
と
と

も
に
新
た
な
桐
壷
軍
団
の

台
頭
が
予
見
さ
れ
る
。
中

で
も
新
幕
下
の
虎
麒
麟
は

大
型
な
が
ら
バ
ラ
ン
ス
の

い
い
体
躯
で
確
実
に
白
星

を
重
ね
て
い
き
そ
う
だ
。

三
段
目
以
下
で
の
注
目
は
何
と
言
っ
て
も
秋
田
勢

紅ノ花●(寄り切り)○千曲海

先
場
所
に
続
き
今
場
所
も
名
門
部
屋
が
復
活
し

た
。
か
ね
て
よ
り
特
定
の
数
部
屋
に
力
士
が
集
中

し
て
割
の
組
み
に
く
さ
が
課
題
頭
だ
っ
た
が
、
そ

の
解
決
策
と
し
て
Ｓ
ラ
ン
ク
の
大
部
屋
は
別
部
屋

か
ら
新
弟
子
を
出
す
こ
と
と
な
っ
た
。

今
場
所
対
象
と
な
っ
た
の
は
桐
壷
と
勝
間
田
。

桐
壷
系
に
は
既
に
麻
縄
部
屋
が
あ
る
が
、
勝
間
田

は
単
部
屋
で
あ
る
こ
と
か
ら
今
回
、
勝
間
田
ナ
ン

バ
ー
２
の
山
里
親
方
（
獅
子
桜
）
が
部
屋
を
立
ち

上
げ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

山
里
は
紙
相
撲
開
闢
以
来
の
超
名
門
名
跡
だ
が
、

第
４
８
回
に
所
属
の
那
智
谷
が
住
之
江
部
屋
に
移

籍
し
て
部
屋
が
消
滅
し
て
以
来
の
復
興
に
な
る
。

初
代

三
笠
山(

京
都
相
撲)

第
１
回
～
１
７
回

主
な
弟
子

有
馬
山(

前
１)

、
立
田
川(

前
１)

田
向
山(

前
７)

、
沖
の
石(

関
脇)

二
代

有
馬
山(

山
里
部
屋)

第
１
８
～
２
３
回

主
な
弟
子

梅
錦(

前
３)

、
甲
山
（
前
１
）

三
代

沖
の
石(

山
里
部
屋)

第
２
４
～
５
１
回

主
な
弟
子

那
智
谷
（
小
結
）

四
代

矢
面
海(

前
４
、
市
川
部
屋)

第
５
２
～

６
６
回
、
住
之
江
部
屋
付
き

五
代

那
智
谷(

山
里
→
住
之
江
）
第
６
７
～

７
９
回

住
之
江
部
屋
付
き

六
代

武
州
山(

前
１
、
錦
風
部
屋)

第
８
０
～

９
３
回
、
錦
風
部
屋
付
き

七
代

綱

錦(

横
綱
、
播
磨
屋
部
屋)

第
１
１
５

～
１
２
９
回

勝
間
田
部
屋
付
き

八
代

獅
子
桜(

関
脇
、
勝
間
田
部
屋)

第
１
４
６
回
～

勝
間
田
部
屋
付
き
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